
問010047解説
◆解答

設問１ イ

設問２ オ

設問３ ａ オ ｂ イ

設問４ ｃ ウ

◆解説

ＩＥＥＥの浮動小数点数に関する問題である。

ＩＥＥＥの浮動小数点数

基数16の場合の浮動小数点数との相違

指数部が８ビットで、本来の指数部の値に＋127された値を表示する。仮数部は23ビ

ットで、仮数－１の２進数小数が記録される。指数部の基数は２である。

ＩＥＥＥの浮動小数点数の表示形式

求め方の手順

① 基数変換する。

10進数を２進数に変換する。

② 正規化する。

２進数にシフト演算を行い、ＭＳＢのビットを１の位にシフトする。シフト後の値と元

の値の調整を行う。シフト演算のビットシフトが右にＮビットの場合、指数部の調整は＋

Ｎ、シフト演算のビットシフトが左にＮビットの場合、指数部の調整は－Ｎとなる。

③ 指数部の値を決める。

01111111±Ｎで求める。Ｎの値は正規化の段階で求めた値を使用する。

④ 仮数部の値を決める。

指数部８ビット 仮数部２３ビット

小数点の位置
符号１ビット

浮動小数点数で表現される値：(－１)
Ｓ
×２

Ｅ－１２７
×(１＋Ｆ)

仮数の符号：仮数部で表現されたデータが正あるいは負であることを表す。

０の場合が正、１の場合が負となる。

指数部 ：２を基数として実際の指数に＋１２７した数値を表す。

Ｅ＝２５５、Ｆ≠０のとき非数、Ｅ＝２５５、Ｆ＝０のとき(－１)
Ｓ
∞

Ｅ＝０、Ｆ≠０のとき(－１)
Ｓ
２
－１２８

(０.Ｆ)

Ｅ＝０、Ｆ＝０のとき(－１)
Ｓ
０(ゼロ)

仮数部 ：ここで表現できるのは１以下の２進数小数とする。
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正規化で求めた値から１を引いた小数の２進数を用いる。仮数部が23ビットになるよう

に調整する。

⑤ 符号部の値を決める。

元の10進数が正の場合は０、負の場合は１となる。

⑥ 浮動小数点数を２進数で表示する。

符号部の１ビットは⑤で求めた値を使用する。指数部の８ビットは③で求めた値を使用

する。仮数部の23ビットは④で求めた値を使用する。

具 体 例

10進数の45.625をＩＥＥＥ754の浮動小数点数の表示形式で表せ。

10進数の45.625を２進数で表すと，(101101.101)２となる。これを正規化した指数表現にす

ると，(1.01101101)２×２５となるので，ＩＥＥＥ754の形式で表すと，図２に示すとおり符号

部は(０)２，指数部は指数の５に127を加えて(10000100)２となり，仮数部は整数部分を省略す

るので，(011011010…0)２となる。

設問１

０．６２５を２進数に変換すると、(０.１０１)２となる。

正規化すると １．０１ となり、左に１ビットシフトすることになる。

従って、指数部８ビットの値は ０１１１１１１１－１＝０１１１１１１０＝(７Ｅ)１６

答えは(７Ｅ)１６となり、求める答えはイとなる。

設問２

符号は３１ビットが０であるから正である。

指数部は０１１１１１１０であるから、０１１１１１１１－０１１１１１１０＝１となり、

仮数部の値は１.１０…０を１ビット右にシフトして０.１１０…０となる。

１０進数に変換すると ０.５＋０.２５＝０.７５ となり、求める答えはオとなる。
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設問３

次の２つの浮動小数点数Ａ、Ｂの加算を行う問題である。

指数を１００００１００に調整すると、Ａ、Ｂの仮数部の値は

Ａ：符号は正 １.１０００００ … ０＝１.１×２５

Ｂ：符号は負 １.１０００００ … ０＝－１.１×２４

０.１１００００ … ０＝－０.１１×２５

加算すると ０.１１００００ … ０＝０.１１×２５＝１.１×２４となる。

ａの答えは０.１１で、求める答えはオ、ｂの答えは４で、イとなる。

設問４

手順①～③に従って計算する。

① １.１×２５×８＝１.１×２８

② １.１×２５×２＝１.１×２６＝０.０１１×２８

③ ①＋②を計算する。１.１１１×２８

指数部は ０１１１１１１１＋００００１０００＝１００００１１１となる。

仮数部は ０.１１１００ … ０となる。

符号部は ０となる。

従って、求める２進数の３２ビットは次のようになる。

０１００００１１１１１１０００ … ０

求める答えはウとなる。


